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平成22年３月15日（月曜日）

午前10時０分開会

会議に付した案件

○協議事項

１．委員会報告書について

２．委員長報告（案）について

３．その他

出席委員（13人）

委 員 長 満 行 潤 一

副 委 員 長 黒 木 正 一

委 員 外 山 三 博

委 員 野 辺 修 光

委 員 中 野 廣 明

委 員 横 田 照 夫

委 員 宮 原 義 久

委 員 長 友 安 弘

委 員 権 藤 梅 義

委 員 松 田 勝 則

委 員 濵 砂 守

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 坂 口 博 美

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 池 田 憲 司

政策調査課主幹 河 野 龍 彦

○満行委員長 それではただいまから景気・雇

用対策特別委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程案のとおり、取り進

めたいと存じますが、よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、そのように決定いた

します。

早速、協議に入らせていただきます。

委員会報告書につきましては、既に、皆様の

ご了解をいただいているところでありますが、

明後日、３月１７日の定例会最終日に議場に

て、３つの特別委員会報告書を合冊して配付さ

せていただきますので、ご了承いただきたいと

思います。

次に、同じく明後日、定例会最終日の本会議

で行います委員長報告（案）についてでありま

す。

お手元に配付の委員長報告（案）をご覧くだ

さい。

委員会報告書を要約した形で、作成しており

ます。この場でそれぞれご覧いただきまして、

ご意見等がございましたら、お願いいたします。

数分、時間をとりますので、お読みください。

いかがでしょうか。

○中野廣明委員 景気・雇用対策ということな

んですが、ここに書いてあることに異論はあり

ません。ただ、これからの事業創出、働く場所

の創出が主になっているのかなと思うんです

ね。

農商工連携もいい話ですけど、去年の実績を

みると、３件か４件とかそういう話なんですよ

ね。

これは、本当に長い目で見ないといけない。

私は、ある意味では、今の宮崎での働く場所の

確保、やっぱり倒産防止対策もしっかりやらな

いといけない。

今の宮崎では、これが一番ウエイトが大きい

話なんですよね。
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今の現状として、できたら倒産防止を入れて

いただいて、これが雇用対策につながると思う

んですよね。

○長友委員 今、おっしゃったとおり、喫緊の

課題ということになれば、今ある雇用というも

のを徹底して守るということが大事でしょうか

ら、その意見に賛同いたします。

○満行委員長 委員会では、今、中野委員が

おっしゃった倒産防止とういう観点で、また、

そういう視点で動いていないわけですよね。

なので、エコフィードなり新産業を創出し、

その中で雇用の拡大をはかるという具合に調査

もしてまいりましたので、こういう形になって

おりますが、当然、おっしゃることはその通り

だと思います。

○権藤委員 中野委員は、委員長報告の中にそ

ういうのを入れたほうがいいんじゃないかとい

う意見だと思うんです。そうであれば、現在の

雇用を守って、離職者がでないように最大限の

努力をするべきだというような趣旨のことを盛

り込んでもらえばいい。私もそういう意味で

は、賛成だし、皆さんそんなに異論はない。皆

さんの意見というか現状認識として入れたほう

がいいのではないかと思います。

○前屋敷委員 私も今後こうあるべきだという

のはやっぱり入れるべきだと思います。まず

は、言われたように雇用を生み出すことも大事

ですが、その前の段階で失業を止めないといか

んというのは大事ですよね。

それともう１点。これは最近の情勢なんです

が、職業訓練校が全国的に廃止をされるという

方向が今、打ち出されているというのがあって

ですね、危惧しているところなんですけど。

宮崎県が２カ所ということなので、宮崎と延

岡の２カ所にある、ポリテクセンターのことだ

と思うんですよね。

全国的にも廃止するという方向が出ているの

で、新たな課題なんじゃないかなと思っている

ところです。

○権藤委員 今の意見については、もうすでに

１０月くらいから減っているんじゃないかな。

○前屋敷委員 宮崎はまだですよね。

○権藤委員 いや、親御さんから私のところに

ＦＡＸが来て、息子がもう１０月で辞めないと

いけないと。だからそれは臨時の方かもしれな

いけど。そういう機能が縮小されているという

ことが、事実としてあるわけですね。それを踏

まえて、他の県なり、ハローワークなりで、そ

ういうのを十分カバーしてほしいという要望と

したらどうかと思うんですが。

○満行委員長 ほかにございませんでしょう

か。よろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、今いただきました意

見を踏まえまして報告を行いたいと思います

が、時間的余裕もありませんので、案文の修正

は正副委員長に御一任いただきたいと存じます

がよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 では、そのように決定いたします。

それでは、次に、協議事項（３）その他であ

りますが、何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○満行委員長 それでは、ないようですので、

これで当委員会のすべての議事を終了したいと

思いますが、閉会にあたりまして、私の方か

ら、一言ごあいさつを申し上げます。

１年間委員長をさせていただきました。この

委員会３年目ということで、ホップ、ステッ

プ、ジャンプのジャンプの年にしようという目
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標で、正副書記に協力してもらいながら、皆様

方にご協力いただきながら今日まで調査を進め

てきました。おかげさまで当初の委員会設置の

目的を果たせたのではないかと思っておりま

す。つたない委員長で大変ご迷惑をおかけしま

したけど、皆様方のご協力に感謝申し上げまし

てご挨拶にしたいと思います。お世話になりま

した。ありがとうございました。

○黒木正一副委員長 委員長、それから委員の

皆様方、１年間お疲れさまでした。いろいろと

ご指導、ご協力いただきましたことにお礼を申

し上げまして、簡単ではありますが、ごあいさ

つとさせていただきます。どうもありがとうご

ざいました。

○満行委員長 それでは、以上をもちまして景

気・雇用対策特別委員会を終了いたします。委

員の皆様におかれましては、１年間、大変お疲

れさまでした。ありがとうございました。

午前10時13分閉会


